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ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
は
一
九
七
〇
年
以

来
『
ア
ジ
ア
動
向
年

報
』
を
毎
年
発
行
し
て

き
た
。
五
月
末
に
刊
行

さ
れ
た
『
ア
ジ
ア
動
向

年
報
2
0
1
1
』
は
そ

の
最
新
版
で
、
二
〇
一
〇
年
に
お
け
る
ア
ジ

ア
地
域
の
動
向
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
ア
ジ
ア
動
向
年
報
』
は
、
そ
の
豊
富
な
内

容
か
ら
ア
ジ
ア
地
域
の
専
門
家
や
企
業
・
官

公
庁
の
国
際
業
務
担
当
者
な
ど
の
必
携
書
と

し
て
の
評
価
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
国
内
外

に
専
門
家
が
少
な
い
国
・
地
域
も
カ
バ
ー
す

る
こ
と
が
本
書
の
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
地
域
に
関
し
て
こ
れ
ほ
ど
充
実
し
た

内
容
を
備
え
た
刊
行
物
は
本
書
以
外
に
は
な

い
。
本
書
の
各
国
・
地
域
編
の
体
裁
は
発
刊

以
来
四
〇
年
余
に
わ
た
っ
て
基
本
的
に
は
変

わ
っ
て
お
ら
ず
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
そ
ろ

え
る
こ
と
に
よ
る
長
期
の
時
系
列
的
比
較
も

可
能
で
あ
る
。
本
年
も
ま
た
ア
ジ
ア
の
二
三

カ
国
・
地
域
に
つ
い
て
、
研
究
所
内
外
所
属

の
専
門
家
が
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
現
地
資
料

を
駆
使
す
る
と
と
も
に
現
地
調
査
も
適
宜

行
っ
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
。

　

本
書
は
大
き
く
分
け
て
主
要
ト
ピ
ッ
ク
ス

編
と
各
国
・
地
域
編

か
ら
な
る
。
各
国
・
地

域
編
で
は
二
〇
一
〇

年
一
年
間
の
国
内
政

治
・
経
済
・
対
外
関

係
を
分
析
し
た
論
文

の
ほ
か
、
現
地
資
料

を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
重
要
日
誌
、
参
考
資

料
、
主
要
統
計
を
収
録
し
て
い
る
。

　

主
要
ト
ピ
ッ
ク
ス
編
で
は
ア
メ
リ
カ
・
ア

ジ
ア
関
係
を
取
り
上
げ
て
東
ア
ジ
ア
を
中
心

と
す
る
ア
ジ
ア
情
勢
の
総
合
的
把
握
に
努
め

た
。

　

本
書
の
主
要
な
部
分
を
な
す
各
国
・
地
域

編
は
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、

香
港
、
台
湾
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
お
よ
び
ロ
シ
ア

極
東
を
分
析
対
象
と
す
る
。

　

二
〇
一
〇
年
の
ア
ジ
ア
地
域
の
動
向
を
、

本
書
を
通
じ
て
見
て
み
よ
う
。

　

二
〇
一
〇
年
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
は
内

需
中
心
の
成
長
を
実
現
し
、
前
年
に
引
き
続

き
世
界
経
済
を
リ
ー
ド
し
た
。
同
年
の
ア
ジ

ア
経
済
の
成
長
率
は
八
・
四
％
に
達
し
、
世

界
平
均
の
五
・
〇
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

と
く
に
、
中
国
と
イ
ン
ド
の
経
済
規
模
拡
大

は
目
覚
し
か
っ
た
。
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
総
額
は

六
兆
ド
ル
に
達
し
、
日
本
を
抜
い
て
世
界
第

二
位
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
の
好
景
気
の
影
響
を
一
身
に
受
け
た
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
が
二
桁
の
経
済
成
長
率
を
記
録

し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
ア
ジ
ア
各
国
で
は
拡
張
的

財
政
政
策
や
金
融
緩
和
が
実
施
さ
れ
た
が
、

二
〇
一
〇
年
に
は
こ
う
し
た
緩
和
策
を
見
直

す
「
出
口
戦
略
」
が
広
く
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
政
策
金
利
の
引
き
上
げ
や
預
金
準

備
率
の
引
き
上
げ
が
多
く
行
わ
れ
た
。ま
た
、

食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
商
品
の
国
際
価
格
高
騰

に
起
因
す
る
イ
ン
フ
レ
へ
の
警
戒
感
も
高

ま
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
始
め
と
す
る
天
然

資
源
価
格
高
騰
に
と
も
な
い
、
モ
ン
ゴ
ル
や

カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
一
部
諸
国
で
は
鉱
山
開
発

に
よ
る
ブ
ー
ム
が
現
出
し
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
が
抱
え
る
政
治
的
諸
問
題
に
つ
い

て
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
一
九
九
〇
年
以
来
と

な
る
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
ア
ウ
ン
サ
ン
・

ス
ー
チ
ー
氏
が
七
年
半
に
わ
た
る
軟
禁
か
ら

解
放
さ
れ
た
ほ
か
、
朝
鮮
半
島
で
は
北
朝
鮮

が
韓
国
領
の
延
坪
島
を
砲
撃
す
る
な
ど
、
情

勢
が
緊
迫
化
し
た
。
中
国
の
海
洋
権
益
へ
の

主
張
が
強
ま
っ
た
の
も
二
〇
一
〇
年
の
特
徴

で
あ
る
。
尖
閣
諸
島
で
の
中
国
漁
船
の
領
海

侵
犯
事
件
、
黄
海
で
の
中
国
漁
船
員
に
よ
る

韓
国
海
洋
警
察
官
へ
の
暴
行
事
件
、
南
沙
・

西
沙
諸
島
に
お
け
る
中
国
と
周
辺
諸
国
と
の

衝
突
な
ど
が
起
き
、
日
本
、
韓
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
に
お
け
る
対
中
警
戒
感
は
強
ま
っ

た
。
タ
イ
で
は
タ
ク
シ
ン
派
と
反
タ
ク
シ
ン

派
の
間
の
争
い
が
続
き
、
流
血
の
事
態
と

な
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
米
軍
を
中

心
と
す
る
一
三
万
人
の
外
国
軍
展
開
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
情
勢
の
転
換
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ

Ⅲ
大
統
領
が
就
任
し
、
政
治
刷
新
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
た
。
北
朝
鮮
で
は
金
正
恩
が
金
正

日
総
書
記
に
代
わ
る
事
実
上
の
後
継
者
と
し

て
登
場
し
た
。

　

ア
ジ
ア
の
政
治
的
問
題
を
概
観
し
、
二
〇

一
〇
年
に
は
政
経
分
離
の
傾
向
と
社
会
主
義

諸
国
で
の
中
央
の
統
制
か
ら
の
離
脱
の
傾
向

が
感
じ
ら
れ
る
。
タ
ク
シ
ン
派
と
反
タ
ク
シ

ン
派
の
対
立
が
続
く
タ
イ
や
極
左
過
激
派
に

悩
ま
さ
れ
る
イ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら

が
経
済
成
長
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
中
国
で
は
反
日
運
動
が
中
央
へ
の

批
判
に
転
化
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。

　

本
書
の
内
容
は
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

の
閲
覧
も
可
能
で
あ
る
。
研
究
所
の
賛
助
会

法
人
会
員
の
方
々
は
最
新
版
の
閲
覧
が
可
能

で
、
そ
の
他
の
方
々
に
も
五
年
後
に
は
公
開

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

ア
ジ
ア
地
域
が
世
界
経
済
お
よ
び
国
際
政

治
に
お
い
て
果
た
す
役
割
は
日
増
し
に
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
同
地
域
に
関
す
る
読
者
の

現
状
理
解
お
よ
び
将
来
展
望
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
執
筆
者
一
同
、
切
に
願
う
も
の
で
あ

る
。

（
お
く
だ　

さ
と
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

動
向
分
析
研
究
グ
ル
ー
プ
）

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
編

『
ア
ジ
ア
動
向
年
報
2
0
1
1
』
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